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１
．

　

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
は
、
宗
祖
弘
法
大
師
ご
誕
生
千
二
百
五
十
年
に
正
当
し
、
本
宗
に
お
い
て
も
数
々
の
報
恩
の
記
念
事
業

や
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
記
念
出
版
事
業
の
一
環
と
し
て
智
山
伝
法
院
が
編
集
し
た
、
智
山
版
『
十
巻
章
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

本
書
は
「
本
文
編
」「
訓
読
編
」
の
二
巻
本
と
な
っ
て
い
る
。
智
山
書
庫
所
蔵
の
堅
康
本
を
底
本
と
し
、
弘
現
本
・
覚
本
本
を
対

校
本
と
し
て
い
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
頼
瑜
僧
正
由
来
の
も
の
に
運
敞
僧
正
が
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
江
戸
期
に
智
積
院
で
使

用
さ
れ
て
い
た
特
有
の
読
み
が
可
能
な
限
り
再
現
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
本
宗
の
学
徒
が
弘
法
大
師
の
ご
著
作
を
学
ぶ
本
宗
独
自
の

テ
キ
ス
ト
（
教
科
書
）
が
こ
こ
に
初
め
て
誕
生
し
た
意
義
は
ま
こ
と
に
大
き
い
。

２
．

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
年
（
令
和
五
年
）、
東
寺
真
言
宗
に
お
い
て
、
真
言
宗
立
教
開
宗
千
二
百
年
慶
讃
大
法
会
が
行
わ
れ
た
。
な
ぜ

こ
の
年
が
立
教
開
宗
千
二
百
年
に
当
た
る
か
と
い
う
と
、
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）
に
お
大
師
さ
ま
が
嵯
峨
天
皇
よ
り
東
寺
（
教
王

護
国
寺
）
を
給
与
さ
れ
、「
真
言
宗
所
学
経
律
論
目
録
」
を
朝
廷
に
提
出
し
て
許
可
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
初
め
て
「
真
言
宗
」
と
い

う
名
称
が
公
認
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
、
西
暦
八
二
三
年
か
ら
数
え
て
二
〇
二
三
年
が
千
二
百
年
に
当
た
る
と
い
う
の
は
、
一

見
何
の
問
題
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
し
い
て
挙
げ
る
と
三
つ
あ
る
。

　

一
つ
目
。
こ
の
年
、
真
言
各
派
で
は
弘
法
大
師
ご
誕
生
千
二
百
五
十
年
の
記
念
年
に
当
た
り
、
ど
こ
も
慶
讃
事
業
や
法
要
等
を
行

っ
て
い
る
が
、
東
寺
真
言
宗
以
外
、
立
教
開
宗
千
二
百
年
を
慶
讃
す
る
宗
派
は
な
か
っ
た
。

　

二
つ
目
。
弘
法
大
師
ご
誕
生
千
二
百
五
十
年
と
い
う
の
は
、
宗
派
の
慣
例
に
し
た
が
っ
て
、
西
暦
二
〇
二
三
年
が
、
ご
誕
生
の
七
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七
四
年
よ
り
数
え
て
一
二
五
〇
年
目
に
当
た
る
か
ら
で
あ
る
。
歴
代
の
高
野
山
開
創
や
御
遠
忌
な
ど
の
数
え
方
も
す
べ
て
こ
の
慣
例

に
し
た
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
し
た
が
え
ば
、
お
大
師
さ
ま
が
東
寺
を
賜
っ
た
八
二
三
年
か
ら
数
え
る
と
、
千
二
百
年
は
二
〇
二
二

年
つ
ま
り
前
年
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

三
つ
目
。
明
治
時
代
に
、
立
教
開
宗
千
百
年
記
念
の
行
事
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
年
の
六
月
十
五
日
に
東
寺
と
高
野
山
金
堂
に
お
い
て
「
弘
法
大
師
開
宗
一
千
百
年
記
念
法
要
」
が
勤
修
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
い
つ
か
ら
数
え
て
千
百
年
な
の
か
と
い
う
と
、『
御
遺
告
』
や
『
空
海
僧
都
伝
』
に
基
づ
い
て
お
大
師
さ
ま
が
唐
か
ら
帰

朝
さ
れ
た
と
さ
れ
る
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
か
ら
数
え
て
一
一
〇
〇
年
目
に
当
た
る
の
で
あ
る
。
本
宗
で
も
、
こ
れ
に
し
た
が
い
、

真
言
宗
智
山
派
宗
法
第
二
条
に
「
大
同
二
年
、
平
城
天
皇
の
勅
許
を
得
て
真
言
宗
を
開
創
し
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

お
大
師
さ
ま
の
ご
帰
朝
は
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
は
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
な
の
で
あ
る
。
だ
が
、
大
同
二
年
と
い
う
年
は
、
あ

る
意
味
で
神
秘
的
な
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
る
。
四
国
霊
場
の
一
割
以
上
は
寺
伝
に
よ
る
と
大
同
二
年
の
大
師
開
創
で
あ
る
。
こ
の

ほ
か
大
同
二
年
開
創
の
寺
は
結
構
多
い
。

　

真
言
宗
の
立
教
開
宗
年
は
い
つ
か
。
す
な
わ
ち
真
言
宗
が
い
つ
始
ま
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
か
つ
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
（『
現
代
密
教
』
第
十
九
号
「
真
言
宗
の
成
立
に
つ
い
て
」
平
成
二
十
年
）。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
日
本
仏
教
諸
宗
派
の
中
で
、
立
教
開
宗
年
が
定
ま
っ
て
い
な
い
、
す
な
わ
ち
統
一
見
解
が
な
い
の
は
真
言
宗
だ

け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
事
程
左
様
に
、
弘
法
大
師
研
究
は
遅
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

３
．

　

明
治
以
降
、
お
大
師
さ
ま
に
関
す
る
書
物
は
少
な
か
ら
ず
出
版
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
筆
頭
は
な
ん
と
い
っ
て
も
長
谷
宝
秀
師
の
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『
弘
法
大
師
全
集
』
首
巻
及
び
全
十
五
巻
。
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
散
逸
し
て
い
た
お
大
師
さ
ま
の
ご
著
作
を
初
め
て
集
成
し
た
画
期
的

な
書
物
で
あ
っ
た
。
次
に
、
同
じ
く
長
谷
宝
秀
師
の
『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
全
十
巻
。
お
大
師
さ
ま
の
伝
記
に
関
す
る
す
べ
て
の
資

料
が
こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
お
大
師
さ
ま
一
千
百
年
御
遠
忌
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
二
冊
の
伝
記
本
、
ひ
と
つ

は
古
義
系
の
蓮
生
観
善
師
の
『
弘
法
大
師
伝
』、
も
う
一
つ
は
新
義
系
の
守
山
聖
真
師
の
『
文
化
史
上
よ
り
見
た
る
弘
法
大
師
伝
』

が
代
表
的
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
三
浦
章
夫
師
の
『
弘
法
大
師
伝
記
集
覧
』
も
屈
指
の
実
績
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
本

の
題
名
に
は
、
す
べ
て
弘
法
大
師
と
い
う
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

弘
法
大
師
研
究
の
難
し
さ
は
、
研
究
資
料
が
少
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
研
究
資
料
が
桁
外
れ
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
歴
史

上
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
伝
記
が
あ
り
、
伝
説
の
あ
る
人
物
は
い
な
い
。
大
師
伝
説
の
な
い
府
県
は
な
く
、
た
ぶ
ん
市
町
村
も
な
い
の

で
は
な
い
か
。

　

と
こ
ろ
が
、
明
治
以
降
の
近
代
仏
教
学
の
著
名
な
学
者
や
哲
学
者
の
誰
一
人
と
し
て
、
お
大
師
さ
ま
に
言
及
し
て
い
な
い
。
西
田

幾
多
郎
や
鈴
木
大
拙
や
和
辻
哲
郎
な
ど
も
、
あ
れ
だ
け
日
本
仏
教
の
こ
と
を
喧
伝
し
て
お
き
な
が
ら
、
お
大
師
さ
ま
に
は
一
言
た
り

と
も
触
れ
て
い
な
い
。
ま
さ
に
「
升
を
以
て
石
を
量
る
」（
淮
南
子
）
の
は
無
理
と
い
う
事
態
で
あ
っ
た
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

　

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
筑
摩
叢
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
渡
辺
照
宏
・
宮
坂
宥
勝
共
著
『
沙
門
空
海
』（
平
成
五
年
に
「
ち

く
ま
学
芸
文
庫
」
に
収
め
ら
れ
る
）
で
、「
空
海
」
と
い
う
書
名
が
つ
か
わ
れ
た
。
お
大
師
さ
ま
ご
自
身
が
、
ご
自
分
の
こ
と
を
「
沙

門
空
海
」
と
記
し
て
い
る
文
献
は
い
く
ら
で
も
あ
る
の
で
、
何
の
問
題
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

わ
が
祖
師
お
大
師
さ
ま
の
こ
と
を
「
空
海
」
と
呼
び
捨
て
に
す
る
の
は
も
っ
て
の
ほ
か
、
と
い
う
の
が
出
版
さ
れ
た
当
時
の
高
野
山

全
山
を
挙
げ
て
の
風
潮
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
以
降
に
書
か
れ
た
お
大
師
さ
ま
に
関
す
る
書
物
に
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
「
空
海
」
と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
る
よ
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う
に
な
っ
た
。
有
名
な
と
こ
ろ
で
は
上
山
春
平
氏
の
『
空
海
』、
司
馬
遼
太
郎
氏
の
『
空
海
の
風
景
』、
髙
木
訷
元
先
生
の
『
空
海
入

門
』、
高
野
山
金
剛
峯
寺
第
四
一
二
世
座
主
の
松
長
有
慶
貎
下
が
令
和
四
年
六
月
に
出
版
さ
れ
た
岩
波
新
書
の
題
名
は
、
す
ば
り
『
空

海
』。「
空
海
」
と
い
う
名
の
映
画
も
つ
く
ら
れ
た
。
隔
世
の
感
を
禁
じ
得
な
い
。

　

今
で
は
、
お
大
師
さ
ま
に
関
す
る
学
術
論
文
で
、「
空
海
」
と
書
か
な
い
も
の
は
な
い
。
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
が
『
沙
門
空
海
』

と
い
う
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
本
は
、
神
話
的
要
素
を
極
力
排
し
て
、
で
き
る
だ
け
客
観
的
に
一
人
の
人
間
と
し
て
の
お
大
師
さ
ま
の
ご
生
涯
を
捉
え
直
そ

う
と
し
た
最
初
の
試
み
だ
っ
た
と
言
え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
宗
門
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
お
大
師
さ
ま
に
つ
い
て
書
か
れ
た
最

初
の
書
物
で
あ
っ
た
。

４
．

　

宗
門
の
枠
と
は
何
か
と
言
う
と
、『
御
遺
告
』
で
あ
る
。
お
大
師
さ
ま
の
ご
生
涯
に
つ
い
て
語
る
場
合
は
必
ず
『
御
遺
告
』
の
記

述
に
則
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
御
遺
告
』
と
い
う
の
は
、
お
大
師
さ
ま
が
自
ら
の
ご
生
涯
を
振
り
返
っ
て
弟
子
達
に
語
っ

た
「
遺
言
の
書
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
絶
対
的
に
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
鉄
則
の
伝
統
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
実
は
文
献
学
的
に
見
る
と
『
御
遺
告
』
の
成
立
は
、
か
な
り
遅
い
の
で
あ
る
。

　

現
存
す
る
教
種
の
『
御
遺
告
』
は
す
べ
て
後
世
の
偽
作
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
完
璧
に
文
献
学
的
か
つ
論
理
的
に
実
証
し
た
の
は
、

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
出
版
さ
れ
た
上
山
春
平
氏
の
『
空
海
』
で
あ
る
。

　

だ
が
、
も
ち
ろ
ん
、
後
世
の
偽
作
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
が
真
実
を
伝
え
て
い
な
い
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は

言
い
切
れ
な
い
。
お
大
師
さ
ま
が
晩
年
に
弟
子
達
に
語
っ
た
こ
と
を
語
り
継
い
で
き
て
、
そ
れ
が
あ
る
時
期
に
、
こ
れ
は
書
き
留
め
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て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
人
た
ち
が
『
御
遺
告
』
と
い
う
文
献
を
遺
し
た
。
そ
れ
は
文
献
学
的
に
は
、
お
大
師
さ
ま
の

没
後
、
は
る
か
時
を
隔
た
っ
た
と
き
に
作
成
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
悉
く
後
世
の
作
り
話
で
偽
造
さ
れ
た
も
の
と

断
言
し
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
、
こ
の
点
は
疑
問
に
思
う
。

　

お
大
師
さ
ま
は
、
い
つ
ど
こ
で
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
の
か
。
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
に
、
四
国
・
讃
岐
国
多
度
郡
屏
風
ヶ
浦
に
お

生
ま
れ
に
な
る
。
父
は
佐
伯
氏
、
母
は
阿
刀
氏
。
こ
の
点
に
関
し
て
も
最
近
、
疑
問
視
す
る
説
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て

ど
う
な
の
か
。
ち
な
み
に
、
ご
誕
生
の
地
に
建
立
さ
れ
た
善
通
寺
の
開
創
も
大
同
二
年
で
あ
る
。
不
思
議
な
符
号
で
あ
る
。

　

あ
る
い
は
ま
た
、
お
大
師
さ
ま
は
い
つ
得
度
を
な
さ
っ
た
の
か
。
い
つ
受
戒
さ
れ
た
の
か
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
唐
に
留
学
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
論
じ
る
す
べ
て
の
学
者
の
見
解
は
、
す
べ
て
異
な
る
。
こ
れ
ま
た
何
と
も
「
群
盲
象

を
評
す
」
の
格
言
を
地
で
行
く
情
況
で
あ
る
。

　

弘
法
大
師
研
究
は
、
実
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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